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の存在が重要であった。これに対し，大規模産地では，観光農業に従事する農家の割合は中規模産地に比べ
て高くはない。しかし，その知名度や注目度は非常に大きく，観光農園はサクランボ産地を直に消費者に披
露するショーウィンドウのような存在であった。反面，観光農業を積極的に進めてもそれ以外の流通経路を
経たサクランボの品質が悪ければ，産地全体の発展は期待できないという側面もみられた。このため，一定
以上の品質を保持するための栽培技術を地域内の農家が継承・共有し，市場外流通・市場流通の双方を成長
させることが重要であった。
以上のことから，地域条件によって，観光農業にかかわる主体の役割や主体間の連携のあり方が違って
おり，観光農業が個々の農園や地域農業，さらには地域経済といったさまざまな空間スケールに及ぼす影響
も大きく異なってくることが明らかとなった。こうした傾向は，栽培地域が限定されているサクランボにお
いて顕著ではあるが，産地の規模や市場となる都市圏の規模を考慮し，その主体の活動を検討することは，
他の農産物や農業地域を考察する上でも十分に適用が可能と考えられる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
従来の農業・農村地域を対象とした地理学的研究は，主として農村の生産機能に着目して進められてき
たが，本研究は観光産業と結びつくことによって農業・農村が発展するという新しい現象に取り組み，複数
の事例研究を積み上げることによって，現代の農村地域の性格を系統的に把握したものである。この研究は，
生産の場としてよりも消費の場としてみなされる傾向が強くなった 1990 年代以降の日本の農村地域の性格
と構造を解明する上で大きな貢献をした。また，日本のみならず，ポスト生産主義の時代に入った先進工業
国の農村地域にも応用が可能な研究成果である。
これまで個々の観光農業地域に関する研究蓄積はなされてきたが，本研究のように地域条件の異なる観
光農業地域を系統的に分析し，観光農業地域の性格の一般化を追究したものはほとんどなかった。精力的な
フィールドワークによって収集した詳細なデータや資料に基づき，新たな農村地域形成の主体に着目すると
いう枠組みを用いて，観光農業地域の性格が，市場との位置関係と農業地域自体の規模によって規定される
ことを明らかにし，農村地域の地理学的研究に新たな分析視角を提供した。また，現代の農村地域において
観光農業に取り組む主体の活動に注目し，異なる地域条件のなかでは，さまざまな空間スケールにおいて主
体の役割が異なったものになるということを明らかにした点が特に評価できる。
この研究は，地理学のみならず隣接諸分野からも注目される内容と分析の視点をもっており，博士論文
として十分な価値があることが認められる。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
